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http://radioactivity.mext.go.jp/ja/contents/6000/5703/24/229_so_0710.pdf
文部科学省　ホームページ

海底土のサンプリング調査

・海底土をサンプリング

・表層3cmを陸上において分析

・数km,数10km毎に１点

・連続的な分布が分からない

http://radioactivity.mext.go.jp/ja/contents/6000/5703/24/229_so_0710.pdf
http://radioactivity.mext.go.jp/ja/contents/6000/5703/24/229_so_0710.pdf
http://radioactivity.mext.go.jp/ja/contents/6000/5703/24/229_so_0710.pdf
http://radioactivity.mext.go.jp/ja/contents/6000/5703/24/229_so_0710.pdf


海底土の放射性物質連続計測システム

フレキシブル曳航体

ワイア

・放射線は水中で減衰する
ため、計測器は海底面に接
触する必要がある

・水中放射線計測装置を内
装した曳航体を、海底面を
擦って曳航する

・船から曳航し、線状に長
距離を連続的に計測する



Cable

Rubber cone
Tension membersRubber hose

Segment 5 Segment 6 Segment 7 Segment 8

(wire / fiber 
optic+power)

(battery / 
signal convertor) (22kg weight) (22kg weight) (22kg weight)

(22kg weight) (depth sensor) (gamma sensor) (end clamp)

曳航システム（2012年6月に完成）
全長:8m
直径:145mm
重量:135kg

3x3 inch
NaI/BGO 
scintillator

PMT MCA CPU and 
data logger

   4 ×Vibration and shock 
isolation rings Pressure housing

ワイア曳航

ファイバー曳航　

24時間データ記録
（電池内装）
リアルタイム観測

最大深度:500m
曳航速度:２～３knot

　3.7～5.5km/h

Segment 1 Segment 2 Segment 3 Segment 4

１秒に１回、100から1800KeVを計測



曳航システム:　工夫のポイント
・柔軟なゴムコーン、ゴムホースで計測器をカバーするこ
   とで障害物を乗り越え、衝撃、振動を軽減する

・放射線計測に加え、深度計、振動計、マイク、
　方位計を用いて水中での状態と、海底面との接触を確認する
・3 x 3インチの検出器（NaI/BGO）に振動・衝撃が伝わら
　ないよう振動吸収材を用いている

PMT MCA CPU and 
data logger

   4 ×Vibration and shock 
isolation rings Pressure housing

3x3 inch
NaI/BGO 
scintillator



沖合調査F120S/2航海
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第八海洋丸 （404総トン）

（2012年8月7日~8月16日）



沖合調査F120S/2航海（2012年8月7日~8月16日）
        　・第1回目の曳航
　　　 ・岩城市沖合

2012年8月8日 
　　・福島第一原発から35km
　　・海岸から12.9km
　　・110m深度
　　・0.5時間曳航（計測距離1.9km）

       　 ・第2回目の曳航
　　　 ・北茨城市沖合

2012年8月11日 
　　・福島第一原発から75km
      ・海岸から17.59km
　　・80~140m深度
　　・3.5時間曳航（計測距離12.6km）
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調査結果
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　　　 岩城市沖合
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~670Bq/kg137Cs
134Cs = 0.66

M-G0 (2012/2/11)
134Cs = 140 Bq/kg
137Cs = 190 Bq/kg
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134Cs = 150 Bq/kg
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